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観 点

○ 「聞くこと」についての活動
取扱内容 ・第５学年～好きな ・第５学年～好きな ・第５学年～誕生日 ・第５学年～時間割 ・第５学年～誕生 ・第５学年～行っ

教科や食事の注文 ものや町にある場 や行きたい国など や行きたい場所な 日にほしいもの てみたい国など
学習指導要領の総則及び各教 などとイラスト等 所などとイラスト とイラスト等を結 どとイラスト等を などとイラスト とイラスト等を
科の目標，内容等 を結び付ける 等を結び付ける び付ける 結び付ける 等を結び付ける 結び付ける

・第６学年～自己紹 ・第６学年～自己紹 ・第６学年～好きな ・第６学年～つきた ・第６学年～思い ・第６学年～やっ
介や中学校でした 介やつきたい職業 スポーツや職業な い職業や中学校の 出の 学校行事な てみたい部活動
いことなどから必 などから必要な情 どから必要な情報 行事などから必要 どか ら必要な情 などから必要な
要な情報を得る 報を得る を得る な情報を得る 報を 得る 情報を得る

○ 「読むこと」についての活動
・第５学年～文字の ・第５学年～英語を ・第５学年～文字と ・第５学年～日本語 ・第５学年～大文 ・第５学年～アル
名前から音を読む 文字で結び付ける 音のつながりを学 と英語の音の違い 字と小文字を見 ファベットの名
ことを通して，文 ことを通して，文 ぶことを通して， に気付くことを通 て文字を読むこ 前を読むことを
字の読み方を適切 字の読み方を適切 文字の読み方を適 して，文字の読み とを通して，文 通して，文字の
に発音する に発音する 切に発音する 方を適切に発音す 字の読み方を適 読み方を適切に

る 切に発音する 発音する
・第６学年～小学校 ・第６学年～旅行会 ・第６学年～第６学 ・第６学年～クラス ・第６学年～夢宣 ・第６学年～セリ
の思い出を伝える 社のウェブページ 年生の思い出など の「思い出アルバ 言などを読んで， フ等を読み，意
メモなどを読み， などを読んで，そ を読んで，その意 ム」などを読んで， その意味を捉え 味を捉える
その意味を捉える の意味を捉える 味を捉える その意味を捉える る

○ 「話すこと［やり取り］」についての活動
・第５学年～誕生日 ・第５学年～好きな ・第５学年～好きな ・第５学年～行って ・第５学年～好き ・第５学年～食べ
にほしいものや身 教科や身近な人の 教科や地域の魅力 みたい都道府県に な教科とその理 たいもの紹介な
近な人の紹介等， できることの紹介 についての紹介な ついての紹介等， 由など，自分の ど，自分の考え
自分の考えや気持 等，自分の考えや ど，自分の考えや 自分の考えや気持 考えや気持ちを や気持ちを伝え
ちを伝え合う 気持ちを伝え合う 気持ちを伝え合う ちを伝え合う 伝え合う 合う

・第６学年～行きた ・第６学年～行きた ・第６学年～夏休み ・第６学年～夏休み ・第６学年～行き ・第６学年～自分
い国や訪れたい観 い国やしたいこと に行った場所をた の絵日記の内容を たい国やその理 の住む地域に必
光地をたずねた をたずねたり，「行 ずねたり，楽しん たずねたり，伝え 由をたずねたり， 要だと思うもの
り，そこでできる きたい国クイズ」 だことに答えたり たい出来事に答え その国の魅力に をたずねたり，
ことを答えたりす に答えたりする する たりする 答えたりする その理由を答え
る たりする

○ 「話すこと［発表］」についての活動
・第５学年～自分の ・第５学年～自分が ・第５学年～得意な ・第５学年～家での ・第５学年～友だ ・第５学年～日本
ことや地域のよさ できること，でき ことや地域のこと 習慣や自分ができ ちや自分の憧れ の食べ物やアニ
に関すること等を ないこと等を話す などを話す ることに関するこ の人などを話す メのキャラクター
話す となどを話す のこと等を話す

・第６学年～最近の ・第６学年～夏休み ・第６学年～修学旅 ・第６学年～夏休み ・第６学年～自己 ・第６学年～自分
出来事や世界との の思い出や中学校 行等の思い出や将 にしたことや将来 紹介や動物が食 の憧れている人
つながりについて でしたいことなど 来つきたい職業に の夢について話す べるものについ などについて話
話す について話す ついて話す て話す す

○ 「書くこと」についての活動
・第５学年～おすす ・第５学年～自分の ・第５学年～ふだん ・第５学年～地図記 ・第５学年～パン ・第５学年～友だ
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めランチセットな 特別な日などを書 日曜日にすること 号ガイドなどを書 フレットなどを ちができること
どを書き写す き写す などを書き写す き写す 書き写す などを書き写す

・第６学年～将来し ・第６学年～小学校 ・第６学年～希望の ・第６学年～中学校 ・第６学年～自分 ・第６学年～印象
たいこと等を書く 生活の一番の思い 職業についたらし でしたいこと等を の夢宣言などを に残ったできご

出などを書く たいこと等を書く 書く 書く となどを書く
○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応
・第５学年～おすす ・第５学年～お気に ・第５学年～行きた ・第５学年～ほしい ・第５学年～お気 ・第５学年～行っ
めの施設をたずね 入りの場所をたず い国をたずねるこ ものをたずねるこ に入りの場所を てみたい国をた
ることや好きな施 ねることやお気に とや行きたい場所 とやレストランの たずねることや ずねることや一
設を紹介する 入りの場所を紹介 などを伝え合う ロールプレイをす 町の魅力を伝え 緒に行きたい国

する る る の魅力を伝える
・第６学年～飼育員 ・第６学年～日常生 ・第６学年～中学校 ・第６学年～行きた ・第６学年～夏休 ・第６学年～中学
さんが作ったポス 活での行動につい で力を入れたい教 い国や地域とでき みにしたことを 校でやってみた
ターを読むことや て聞くことや理想 科や入りたい部活 ることをたずね合 たずねることや いことをたずね
生き物のために身 の日曜日のスケジ 動について聞くこ うことや夢の世界 絵日記を使って ることやお礼の
近でできることを ュールについて伝 とや中学校生活に 旅行を発表する 夏休みの思い出 手紙を書く
発表する え合う ついて伝え合う を発表する

○ 系統的・発展的に学習できるような工夫
内容の構成・排列， ・第５学年～日本の ・第５学年～様々な ・第５学年～人物紹 ・第５学年～人物紹 ・第５学年～店や ・第５学年～１日
分量等 場所について聞 動作の言い方につ 介について聞き， 介について聞き， 施設について聞 の生活について

き，行きたい都道 いて聞き，自分の 得意なことについ 得意なことについ き，道案内につ 聞き，家での仕
府県についてやり ヒーローについて てやり取りし，憧 てやり取りし，憧 いてやり取りし， 事についてやり
取りし，観光案内 やり取りし，「ヒー れの人を紹介する れの人について発 理想の町につい 取りし，放課後
ＣＭを発表する ロー図鑑」を書く 表する て発表する のことについて

発表する
・第６学年～日常生 ・第６学年～学校行 ・第６学年～小学校 ・第６学年～日本の ・第６学年～日本 ・第６学年～季節
活について聞き， 事の言い方につい の行事について聞 食べ物について聞 の行事について ごとの楽しみに
一日の生活を紹介 て聞き，小学校生 き，小学校で一番 き，日本の文化を 聞き，好きな季 ついて聞き，楽
し合い，「週末の 活の思い出を伝え の思い出を伝え合 伝え合い，日本の 節等を伝え合い， しめるものを紹
過ごし方カード」 合い，発表し，思 い，小学校生活を 行事等を紹介する 日本の行事やで 介し合い，日本
を書き，発表する い出アルバムを作 振り返り，思い出 ポスターを描く きることを発表 の魅力を発表す

る を共有する する る
○ 内容の分量
・第５学年～８ユニッ ・第５学年～８ユニッ ・第５学年～７ユニッ ・ 第５学年～９ユニッ ・ 第５学年～８ユニッ ・ 第５学年～８ユニッ
ト，106ページ（ほ ト，138ページ（約 ト，122ページ（約 ト，140ページ（約 ト，153ページ（約 ト，152ページ（約
ぼ同様） ３％減） 14％減） ４％減） ５％減） 10％減）

・第６学年～８ユニッ ・第６学年～８ユニッ ・第６学年～７ユニッ ・ 第６学年～８ユニッ ・ 第６学年～８ユニッ ・ 第６学年～８ユニッ
ト，106ページ（ほ ト，138ページ（約 ト，122ページ（約 ト，140ページ（約 ト，145ページ（約 ト，152ページ（約
ぼ同様） ８％減） 12％減） ４％減） 11％減） 10％増）

○ 学習意欲を高める工夫
使用上の配慮等 ・「Over the Horizon ・「Story Time」では，・「ABC Fun Box」 ・「Think」では，話 ・「世界の友達」 ・「 Friends around

では，学習内容や 学習した表現や語 では，読むことや す内容やコミュニ では，多様な文 the World」では，
テーマをもとに， 句を用いた短い読 書くことの活動を ケーションについ 化や価値観に触 異文化理解を促
視野を広げる」な み物を掲載するな 積み重ねるなど， て気付きや思考を れるなど，児童 すなど児童の学
ど，児童の学習意 ど，児童の学習意 児童の学習意欲を 促す等，児童の学 の学習意欲を高 習意欲を高める
欲を高める工夫が 欲を高める工夫が 高める工夫がなさ 習意欲を高める工 める工夫がなさ 工夫がなされて
なされている なされている れている 夫がなされている れている いる

○ 主体的に学習に取り組むことができるような工夫
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・単 元 を 見 通 す ・１年間の学習を見 ・Unit 全体の学習を ・学びの見通しを立 ・話題を自分に結 ・ 学習 を見通す
「Your Plan」やテ 通す導入のページ 見通す「HOP」や てるロードマップ び付ける「About U n i t 全 体 の
ーマ別の「Check や「CAN-DO チェ まとめの言語活動 や各単元「Lesson You」や巻末の GOAL や巻末の
Your Steps」を設 ック」を巻末に設 を行う「 JUMP」 をふりかえろう」 「All About Me」 「Can-Do List」
けている けている を設けている を設けている を設けている を設けている

○ 使用上の便宜
・全ての児童にとっ ・全ての児童にとっ ・全ての児童にとっ ・全ての児童にとっ ・全ての児童にと ・全ての児童にと
て，読みやすいフ て，読みやすいフ て，読みやすいフ て，読みやすいフ って，読みやす って，読みやす
ォントとなるよう ォントとなるよう ォントとなるよう ォントとなるよう いフォントとな いフォントとな
配慮したり，識別 配慮したり，識別 配慮したり，識別 配慮したり，識別 るよう配慮した るよう配慮した
しやすい配色を用 しやすい配色を用 しやすい配色を用 しやすい配色を用 り，識別しやす り，識別しやす
いている いている いている いている い配色を用いて い配色を用いて

いる いる
・二次元コードを掲 ・二次元コードを掲 ・二次元コードを掲 ・二次元コードを掲 ・二次元コードを ・二次元コードを
載し，歌アニメー 載し，音声やクイ 載し，モデル動画 載し，動画やワー 掲載し，アニメ 掲載し，アニメ
ションや実写映像 ズを活用できるよ や音声を活用でき クシートを活用で ーションや音声 ーションやクイ
を活用できるよう うにしている るようにしてい きるようにしてい を活用できるよ ズを活用できる
にしている る る うにしている ようにしている

○ 地域素材
指導上の配慮等 ・第５学年～ウポポ ・第５学年～北海道 ・第５学年～行きた ・第５学年～北海道 ・第５学年～ウポ ・第６学年～ご当

イで働く韓国人か のスケート場とス い場所として知床 のラベンダーや石 ポイの画像を扱 地グルメとして
らアイヌ文化につ キー場の画像を扱 の画像を扱ってい 狩鍋，名所・名物 っている ジンギスカンを
いて紹介する動画 っている る マップでは，北海 扱っているとと
を扱っている 道のボールパーク もに，北海道の

やウポポイ等につ 雪まつりと寿司
いて紹介されてい も扱っている
る

・第６学年～ボルネ ・第６学年～日本の ・第６学年～好きな ・第６学年～旭川の ・第６学年～さっ
オ島と日本の関係 イベントとしてさ 地域の行事として 冬まつり，ラーメ ぽろ雪まつりの
について旭山動物 っぽろ雪まつりの YOSAKOI ソーラ ンや旭山動物園を 画像や「ＩＣＴ
園の取組を扱って 画像を扱っている ン祭り及びさっぽ 扱っている を活用しよう」
いる ろ雪まつりの画像 では，北海道の

を扱っている 小学校の例を扱
っている

○ ＩＣＴの活用
・動画だけではな ・海外の同世代の子 ・練習，コミュニケ ・やり取り・発表の ・学習に必要な音 ・言語材料の使用
く，主体的に日本 どもたちが英語で ーション活動，異 映像やチャンツ， 声や映像，やり 場面や状況が分
や世界について調 自分や生活のこと 文化理解の資料等 会話・発表等の音 り取りのモデル かるアニメーシ
べられる「Digital を伝える様子や音 の音声・映像資料 声を見ることがで 映像等を見るこ ョンやゴールイ
Map」や発表の際 声を充実させ，学 やリンク先にワー き，「まなびリン とができ，「Ｉ メージをもてる
に役立つ思考ツー 習テーマに即した クシートも用意さ ク」という学習に ＣＴを活用しよ ような参考映像
ルなどが収録され 言語材料を用いて れている 役立つ情報を集め う」では，授業 等が見られ，チ
ている 海外の文化や生活 たウェブサイトを におけるＩＣＴ ャンツやクイズ

習慣などを紹介し 公開している の活用について 等のヒントが用
ている 紹介している 意されている

○ 小中連携した指導
・読み書きの指導を ・中学校の先生に向 ・「英語でこんなこ ・学習してきた要素 ・中学校での学習 ・音声に合わせて
充実させるととも けた自己紹介を作 とができた！」に を組み合わせて， 内容・方法につ 文字を指で追う
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に，中学校での学 成するとともに， おいて，自身の成 文構造への気付き いて示すととも などの活動を通
習内容・方法を紹 小学校及び中学校 長を振り返ること を促す活動を充実 に，「All About して，徐々に英
介する でよく使用される で，中学校での学 させており，「My Me」を作ること 語を読む力を身

語句に星マークが 習に生かし，「英 Book」を作成す で，中学校での に付けられるよ
付けられている 語でできること ることで，中学校 自己紹介の授業 うにするととも

【CAN-DO】」で， での自己紹介の授 にも活用できる に，書く際のル
中学校への見通し 業に活用できる ールを学べる
をもつ

○ 目的，場面，状況に応じて，互いの考えを適切に伝え合う力の育成
本市児童の学習の状況等 ・テーマごとに単元 ・言語材料を活用 ・「 Hop」で学習の ・ペアやグループで ・既習表現を思い ・コミュニケーシ

の学習を整理して し，実際に英語を 見通しを立て， 取り組む活動を多 出せる仕掛けが ョンの目的・場
発表する言語活動 使用したやり取り 「Step」の中で４ く設けることによ 設定されており， 面・状況を設定
の充実が図られ， が設定されてお 技能５領域につい り，友達とのコミ 思考・判断・表 した活動を通じ
児童が主体的に取 り，相手意識，目 てスパイラル式に ュニケーションを 現しながら「話 て，思考力を養
り組むことができ 的意識をもってコ 学習し，「 Jump」 通じて，思考や関 すこと」や「書 うとともに，各
る目的・場面・状 ミュニケーション で学習した語句や わり合いを深め， くこと」で発信 Step で学習した
況を伴った言語活 活動を行うことが 表現から，自分で 相手に配慮しなが できるよう構成 ことや思考した
動を充実させてい できるよう場面設 話す内容を選択 ら，よりよい対話 され，互いの考 ことをまとめる
る 定がなされている し，思考力・判断 を行うことができ えや気持ちを伝 言語活動が設定

力を働かせながら る え合う言語活動 されている
表現できる の充実を図って

いる
○ 学習への関心・意欲を高める工夫
・単元に関連した外 ・多様化する生活ス ・スモールステップ ・児童のやってみた ・世界で実際に生 ・外国の人たちの
国の映像等が扱わ タイルや人種など で活動を積み重ね い思いをできた実 活する小学生の 映像や，異文化
れ，異文化理解を を配慮した言語活 ることにより，児 感につなげること 映像から，多様 と日本とのつな
通して，児童の学 動が設定され，教 童が英語で表現し ができるよう分か な文化や価値観 がり等を紹介す
びに向かう力を育 科書や別冊絵辞典 たい気持ちをもつ りやすい活動によ に触れられ，ス るページがあり，
て，児童がスモー 「Word Book」で ことにつながり， り，無理のないイ トーリーアニメ 多様な文化や考
ルステップで４技 は，757 語の語彙 また，世界のこと ンプットから徐々 や「 Picture えを理解し，他
能５領域の力をバ が扱われており， を知る「Hello, にアウトプットさ Dictionary」など 者に配慮する心
ランスよく身に付 児童が知りたいこ World!」や他の教 れるようになって を通して，意欲 を育むことがで
けられるよう言語 とや言いたい言葉 科で得た知識や情 おり，また，世界 的に学習に取り きる
活動の充実が図ら を探すことができ 報を英語の授業に の文化や他の教科 組むことができ
れており，また， る おいて生かすこと で学んだことを英 る
別冊「My Picture ができる 語の学習に生かす
Dictionary」 を 使 ことができる
って児童が言いた
い単語を探すこと
ができる

○ 指導者等への配慮
その他 ・追加のワークシー ・各単元の記録に残 ・身に付けるべき力 ・活動の様子を表現 ・教室での実際の ・身に付けるべき

トがなくても書き す評価を行う活動 を指導者と学習者 した分かりやすい Small Talk のき 力を指導者と学
込み等の活用スペ では，適切な評価 が共有することが イラストが数多く っかけとなるミ 習者が共有する
ースにゆとりがあ をすることができ でき，小単元の構 使用され，巻末に ニアニメが設定 ことができ，巻
り，児童が言語活 るよう，５つの領 成が一定であり， ワークシートがあ され，一年間の 末には「Can-Do
動を行う目的を常 域と３つの観点が 児童にとって身近 り，単元ごとに， 自分の学びが可 List」が設けられ，
に意識することが 示され，巻末に１ な場面が設定され ４技能５領域の活 視化できるよう， 言語材料の使用
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できる構成になっ 年間を見通した ている 動を分かりやすく 各学年の巻末の 場面や，目指す
ている CAN-DO チェック 配置している シートで学習の べきゴールのイ

がある 成果が一覧でき メージを視覚化
る している


